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1．はじめに
私はこれまで「デザインのための記号論用語研究─1〜5」において、213の記号論用語
を取りあげ、それらを簡潔に定義し、デザインの視点から解説した（１）。また続編の「デ
ザインへの記号論的アプローチ─事例研究1〜4」においては、記号論とデザインとの関
わりを考察するとともに、具体的な事例を示しながら、「デザイン記号論」の可能性を探求
した（２）。具体的には「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究1」においては、最初
に記号論をデザイン教育に導入した1930年代のニューバウハウス、ならびに1950年代
のウルム造形大学について考察し、11の事例を示した。そして「デザインへの記号論的
アプローチ─事例研究2」においては、とりわけウルム造形大学インフォーメーション学
科に焦点を当てながら、デザイン教育における記号論の役割について考察し、12の事例
を示した。また「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究3」においては、記号論と
「情報デザイン」について考察し、9の事例を示した。そして「デザインへの記号論的ア
プローチ─事例研究4」においては、改めて記号論の普遍性を問いながら、デザイン記号
論のあり方について考察し、5の事例を示した。本研究ノートにおいては、記号論的な視
点で興味深いデザイン理論をいくつか紹介しながら、「デザイン記号論」の広がりについて
考察する。なお具体的な事例としては4例取りあげた。
2．デザイン記号論と関連するデザイン理論
ここで紹介するデザイン理論は、2015年に基礎デザイン学会が選定したデザイン思想
17冊、造形方法21冊、デザイン史14冊、人文系、社会系理工系24冊の中から、私が新
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──要旨
本研究ノートにおいて、私はデザインを一つの記号現象として捉え、現代デザインの抱えて
いる問題点を哲学者、物理学者、音楽家、建築家の視点から考察した。
研究ノート
たに記号論的視点で選んだものである（３）。
ヴィレム・フルッサー著「デザインの小さな哲学」瀧本雅志訳 鹿島出版会 2009
フルッサーは1920年チェコスロバキア生まれのユダヤ人であり、ナチスの迫害を逃れ
てブラジルへ亡命した哲学者である。彼は写真をはじめとするメディアに関する哲学を展
開している。最初に驚かされたのは、哲学者の立場から「デザイン」という言葉の意味を
明らかにした点である。すなわち
「名詞としてのそれは、とりわけ『計画』『プラン』『意図』『狙い』『悪だくみ』『陰謀』
『形』『基本構造』を意味するが、これらすべてやそのほかの意味はどれも『詐術』に
関係している。動詞としての意味にはとりわけ『何かを考え出す』『装う』『下絵を描
く』『スケッチする』『形づくる』『戦略的に処理する』がある。」（４）
さらに彼は「デザイン」の語源に溯って次のような興味深い事を述べている。
「この言葉はラテン語に由来するもので、ラテン語で『しるし』を意味する『signum』
を含んでおり、さらには『signum』と［ドイツ語で『しるし』を意味する］『Zeichen』は、
おなじ古い語根を起源とするのだ。よって、語源的には『デザイン』は何かを『脱ー
しるし化する』ことを意味している。」（５）
そして驚くべき事に「デザイナー」を次のように規定している。すなわち「デザイナー
とは詐術に長けた者であり、罠を仕掛ける謀略家なのだ。」（６）さらに彼は芸術家や技術者
についても次のように規定している。
「芸術家や技術者は、プラトンからすればイデアの裏切り者としてぺてん師だった。
彼らは詐術的なやり方で、歪曲されたイデアを見つめようとする人々をそそのかして
いたからである。」（７）
以上に示したフルッサーの「デザイン」に対する洞察は、通常デザインの表層には現れ
ない、どこか忌まわしい深層の意味を暴き出している。こうしたフルッサーの「デザイ
ン」に対する考え方は、イタリアの記号論者 U. エーコの次のような「記号論」の定義と
も通ずるものがある。すなわち
「記号論とは原理的に嘘をつくために使用されうる全てのものを研究する理論である。
嘘を言うのに使えないようなものであれば、それは逆に真理を伝えるために用いるこ
ともできない。」（８）
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以上のフルッサーの指摘は改めてデザインと記号との関係を考えさせる。例えば「ジェ
ット機のような車」とか「立派なファサード」とか「ゴージャスな衣服」とか「リッチな
腕時計」などのデザインにおいても明らかなように、「意味するものとしてのデザイン」と
「意味されるもの」との間には詐術的なズレや嘘が介在している。こうしたフルッサーの
指摘をデザイナーは少なくとも自覚する必要がある。
彼はまた西洋のデザインと東洋のデザインに対する考え方を対比させながら、次のよう
な興味深い事も述べている。
「［西洋人の］われわれから見ると『デザイン』とはしばしば、何かの形を無形の塊に
押しあてることと理解される。（中略）［東洋人の場合］自分自身からあるいは周囲を取
り巻く世界から、包括的なかたちを発生させることがまさに問題となるのだ。それゆ
え『デザイン』は（極東的な意味では）、非─自己への己の没入であろう。」（９）
こうしたフルッサーの指摘を改めて捉え直すならば次のようになる。すなわち確かに今
日、「デザイン」という言葉は表面的には同じ意味を持つ語として世界中で使われている。
しかしながらデザインの生みの親とも言える記号が、西洋と東洋において異なるとすれば、
当然異なる記号の親から生まれるデザインも異なるはずである。こうした哲学者の指摘を
デザイナーがどのように受け止めるべきかは極めて興味深い課題である。
以上に示したフルッサーの考察を記号論的な視点で捉えれば次のようになる。すなわち
彼の指摘は、デザインのラング（記号の体系）に焦点が当てられている事は明らかである。
おそらくこうした彼の指摘を、パロール（具体化された記号）の生産者とも言えるデザイ
ナーが無視することはできない。なぜならばラングを無視したパロールは、記号としての
特性を失い、もはやデザインとは言えないからである。
アルバート＝ラズロ・バラバシ著「新ネットワーク思考─世界のしくみを読み解く」
青木薫訳  NHK 出版 2002
バラバシはルーマニアに生まれ、ハンガリーで教育を受けた物理学者である。彼はイン
ターネットから細胞内化学反応まで、複雑なネットワークに共通して見られるつながりの
構造を専門分野を超えて探求している。彼の主張するネットワーク思考は二十世紀の科学
研究を支配してきた還元主義に対する批判から生まれた。すなわち
「還元主義によれば、自然を理解するためには、まずその構成要素を知らなければな
らない。そして一旦全ての部品を理解することができれば、全体を理解するのは簡単
だ、という暗黙の過程がおかれていた。（中略）しかし全体としての自然を理解するに
はまだまだほど遠い状況である。実を言えば、パーツをふたたび組み合わせるのは、
科学者が予想していたよりずっと難しいことが明らかになったのだ。その理由は簡単
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だ。還元主義に乗っかって突っ走ったあげくに、われわれは複雑性という分厚い壁に
突き当たったからである。自然は、ピースの組み合わせが一通りしかないようにしっ
かりとデザインされたパズルではなかったのだ。（中略）自然はそのピースを、何百万
年という時間をかけて磨き上げた優美さと精度を持って組み合わされている。そのた
めに自然が採用したのが、自己組織化という普遍法則だった。そしてその法則のルー
ツは、まだほとんどなぞのままなのだ。」（10）
以上に示した還元主義はモダンデザインにおいても大きな影響を与えてきたことは明ら
かである。例えばデザイン研究者、向井周太郎はこの事について次のように述べている。
「ちょうど近代の合理精神が機械を構成するための部品を生み出したのと同様に、芸
術においても、点、線、面、形、色…などという造形物を構成するための造形部品を
生みだしたのである。」（11）
そして今後こうした還元主義を乗り超えて、デザイナーはネットワーク思考を展開する
必要がある。すなわち今日多くのデザインは、もはやネットワーク思考なしには存在しえ
ないほど他分野と密接に関わっており、デザイナー自身、他の専門家と繋がりながらネッ
トワーク思考を展開しなければならない。
R.マリー・シェーファー著「世界の調律」鳥越けい子他訳 平凡社 2006
シェーファーは1933年生まれのカナダの作曲家であり、学生時代から音楽に留まらず、
文学、哲学、外国語、美術など広い分野を独力で学んだ人物で、メディアに関する研究者、
マーシャル・マクルーハンの影響も受けていると言われている。シェーファーは「音楽」
を芸術作品から日常生活の中の音のデザインへと拡大させていくために「サウンドスケー
プ」という考え方を提唱している。そしてこの「サウンドスケープ」という新たな分野を
創始するにあたり、ドイツのデザイン学校であるバウハウスをモデルとしながら、音楽家、
音響学者、心理学者、社会学者、その他の分野の人々との学際的な研究活動の必要性を説
いている。またシェーファーは「サウンドスケープ」の特性について次のような興味深い
コメントをしている。例えば
「音楽が時代の指標であること、そのメッセージを読み取るすべを心得ている人にと
っては音楽が社会的な出来事、ひいては政治的な出来事を知る手がかりであることは
ほとんど疑いがない。」（12）
「ルネサンスまでは神を描くことは不可能だった。それ以前、神は音や振動として理
解されていたのである。」（13）
「ディオニュソスの神話では音楽が人間の胸から湧き出てくるうちなる音として考え
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られているのに対し、アポロンの神話では音楽は外なる音、神がわれわれに宇宙の調
和を知らしめるために送った音なのである。アポロン的な考えでは音楽は（中略）数
学的なものである。」（14）
「音楽には二種類ある─絶対的音楽と標題音楽である。絶対音楽では、作曲家は精神
の理想的サウンドスケープを形づくる。標題音楽は環境を模倣したもの。（中略）絶対
音楽は、外部の環境から切断されており、その最も高度な形式（ソナタ、四重奏曲、
交響曲）は屋内の演奏のために考案されている。」（15）
「音のグラフィック表現の最初の試みはアルファベットであった」（16）
そして「サウンドスケープ」の具体的な研究活動としては次のような例をあげている。
例えば
「『鳥の声』『犬の吠え声』『オートバイ』『教会の鐘』『霧笛』『電話』といったさまざま
な音の比較とその記譜法」（17）
「『ロンドン』『シカゴ』『ヨハネスバーグ』『ヴァンクーヴァー』『パリ』『ミュンヘン』と
いった現代都市の環境騒音の比較」（18）
以上に示したシェーファーの「サウンドスケープ」へのアプローチは、あらゆる音を記
号と捉えたユニークな研究であり、視覚、嗅覚、触覚、味覚といった他の感覚記号研究活
動の一つのモデルとなるものである。
リチャード・ワーマン著「それは情報ではない」金井哲夫訳 エムディエヌコーポレーシ
ョン 2001
ワーマンは1935年生まれのアメリカの建築家、グラフィックデザイナーであり、情報を
分かりやすく表現する「情報建築学」の提唱者として知られている。最初にワーマンの
「情報建築学」を理解するために「データ」、「情報」、「知識」、「知恵」の違いについて紹介する。
「データは何も語らない。（中略）情報はさまざまな方法で提供するために整理された
データから作られる。（中略）データは、分類によって意味が変化する。（中略）全く同
じ方法で分類されたデータも、言葉（文章）にするか、絵にするか、音にするか、は
たまた全く別のものにするか、発表の方法によって劇的に変化する。（中略）知識と情
報の一番の相違点は、それを伝えるときに使われる経験の複雑さだ。知識は同じ組み
合わせのデータを異なる方法で経験すること、つまり、異なる角度からデータを見る
経験を通してのみ得られるものだ。（中略）自分の経験を通してゼロから作り上げてい
かなければ知識は構築されない。（中略）知恵はもっとも私的な理解であり、実際に、
到達するのがいちばん難しいレベルだ。知識と同様、知恵も、外から与えられるもの
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ではなく、私たちの中で作られる。」（19）
以上に示した通り、ワーマンによれば私たちの理解は「データ」から「情報」、「知識」、
「知恵」へと変容しながら、無色透明な理解から個人的に色づけされた理解へと導かれて
いく。次にワーマンがとりわけ関心を持つ地図に関するコメントを紹介する。
「地図の形態はさまざまだ。CTスキャン映像は、人間の肉体の地図だと言える。買い
物リストは、店で迷わないための地図だ。製品の生産表は、会社の生産活動を示す時
間的な地図だ。ローンの申請書は、実際の経済状況から目指す経済状況への道筋を示
した地図だ。このように、地理的な場所と同じように、考えや概念も地図に描くこと
もできるのだ。」（20）
以上に示した通り、ワーマンは地図を拡張することによって、地図特有の情報伝達の可
能性を探求している。こうしたワーマンの地図へのアプローチを記号論的に解釈するなら
ば、それは C.S.パースのアイコン（類似記号）に対応する。すなわちアイコンとは記号と
その指示対象との類似関係に着目する記号であり、アイコンには直接的に指示対象を伝達
する能力があり、C.S.パースはこのアイコンをさらにイメージ、ダイヤグラム、メタファ
ーに細分化している。この点にも注意を払いながらさらにワーマンの指摘する地図の情報
伝達の可能性を分析する必要がある。
次にワーマンの「情報建築学」の実践例として「アンダースタンディング USA（アメリ
カを知ろう）」を紹介する。これは「アメリカをアメリカ人にわかりやすくするためには、
どうしたらよいか」というプロジェクトであり、アメリカ合衆国に関する基本的な質問の
答えを世界の12人のデザイナーに一緒に考えてもらうというものである。具体的には次
のような例があげられている。
「二十世紀の戦争による国別非戦闘員犠牲者」（図1）
このダイヤグラムはキット・ヒンリ
ッチスによってデザインされたもの
であり、非戦闘員としての家族をタ
ーゲットとした銃弾の痕跡は戦争の
恐怖を表現している。ターゲットの
中央には戦争によって100万人以上
の死傷者を生んだ国が列挙されてい
る。
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「大統領への階段」（図2）
このダイヤグラムはリード・アグニ
ューとドン・モイヤーによってデザイ
ンされたものであり、アメリカにお
ける大統領選挙を階段を使って比喩
的に表現している。そして1〜24の
階段には政治的な難問が示されてい
る。
「アメリカ連邦政府の 1.9 兆ドルの歳入と支出」（図3）
ナイジェル・ホームズはこのダイヤ
グラムでアメリカ連邦政府の歳入と
支出の関係を明快に表現している。
歳入としては所得税、法人税、社会
保険税などが含まれ、支出としては
老齢社会保険費、国防費、教育費、
低所得者への資金などが含まれている。
「インターネットの普及」（図4）
このダイヤグラムはナンシ ・ーグリ
ーンとマイケル・ドノバンによってデ
ザインされたものであるが、1969年
に 4台のコンピュータが結びつけら
れたアパネットから1999年のインタ
ーネットまで、インフォーメーショ
ン・テクノロジーの飛躍的な拡がりを
視覚化している。
3．おわりに
本研究ノートにおいて、私は哲学者、物理学者、音楽家、建築家の視点から現代のデザ
インが抱えている問題点を考察した。確かに彼らのアプローチはその方法も主張も異なる
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が、そこには共通の記号の問題が関わっている。今日の複雑に絡み合うデザインを統合的
に捉えるためには、デザインを多くの専門分野に開かれた記号現象とみなし、複眼的なア
プローチが不可欠であると考える。
──注
（１） 川間哲夫著「デザインのための記号論用語研究─1〜5」和光大学表現学部紀要1〜5号 1999〜2004
（２） 川間哲夫著「デザインへの記号論的アプローチ─事例研究1〜4」和光大学表現学部紀要12〜15号
2011〜2014
（３） 基礎デザイン学会「デザインを考える─名著と共に」基礎デザイン学会誌 2015
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